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論文内容の要旨
発電用ボイラあるいは原子炉冷却系統なと守の蒸発管における圧力損失の問題は、伝熱設計、強度設
計、計装設計などにも関連する重要な問題の一つであるが、貫流ボイラのような管路の長い蒸発管の
圧力損失に関する研究として公表されたものはきわめてすくなく、とくに圧力損失の動特性に関する
研究は公表されていなしh 本論文はこのような蒸発管にむける圧力損失に関する基礎的研究で、入口
流量、加熱量などに対する静特性と動特性を理論的および実験的に解明したものである。
第 l 章の緒論では蒸発管にむける圧力損失研究の重要性をのべ、従来の研究と比較しつつ本研究の
特徴をのべている。すなわち、静特性については圧力損失に関係する数多くの因子の影響を端的に表
わす無次元関係式を示すとともに長い管路の蒸発管において摩擦損失の静特性を実験的に求めたこと、
動特性についてはその一般的性質を理論解析と入口流量、加熱量および出口圧力を入力とする実験的
研究により解明したこと、を述べている。
第 2 章では静特性の理論式を導いてその結果を線図表示している。すなわち予熱部、蒸発部わよび
過熱部より成る蒸発管系が定常状態で機能しているときの圧力損失には多数の因子が関与しているの
で、蒸発管系の設計にはこれら諸国子と圧力損失の関係を端的に示す関係式が必要になるが、本章で
は基準流量、基準加熱量、基準サブクリーング量とそれらに対応する基準圧力損失を導入して圧力損
失の無次元関係式を導びき、入口エンタピルと圧力に関係する無次元量により圧力損失が簡潔に表示
できることを示し、またその式を線図で表示している。
第 3 章では予熱部と蒸発部からなる蒸発管の圧力損失の動特性の理論式を均質流理論で入口流量と
加熱量に対して求め、摩擦損失、加速損失、位置損失の各動特性線図線図を示し、静持性との関係、
圧力むよび入口流量、変化速度の影響についてのべている。
第 4 章で、は長い蒸発管系にわける摩擦損失の静特性を実験的に求め、流量の増加により摩擦損失の
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減少する負こう配領域の存在を実証するとともに摩擦損失静特性を第 2 章の無次元整理方式により表
わし、従来の非加熱等温二相流による研究結果と比較検討し、第 2 章の無次元整理方式で実験値がよ
く整理されることを明らかにしている。
第 5章では予熱部をもっ蒸発管の圧力損失動特性を実験的に求め、その一般的特性、とくに負こう
配領域において流量の増加に対して摩擦損失が一時的に増加してから減少する逆応答の存在を明らか
にするとともに、第 3章の理論式の妥当性をたしかめている。
第 6 章にわいては、第 3 章の均質流理論による解析では十分に現象を説明し得なかった出口圧力を
入力とした場合の圧力損失動特性を実験的に解明し、出口圧力の階段状減少に対して、圧力損失は突
変的に増大して極大値に達したのち一次おくれ応答曲線状に減少して整定することを示すとともに、
応答曲線の実験式を提示している。
第 7 章は結論で以上の結果を総括している。
論文の審査結果の要旨
本論文はサプクール水の流入する長い蒸発管系の圧力損失の静特性と動持性に関する基礎的研究を
まとめたものである。このような蒸発管系の圧力損失には関係する因子が多いために従来は諸因子聞
の相互影響を端的に示す一般式が求められていなかった。この論文では基準流量、基準管長、基準加
費糧、基準サブクーリング量、基準庄力損失などを導入して静特性と動特性に対しそれそぞ、
係式を導くとともにその有効性を実実e験により立証し、これにより多数の諸国子の影響機構を明らかに
したもので、長い蒸発管系の設計に有用な新知見を与えている。とくに圧力損失の動特性は従来は理
論的究明がほとんど加えられていなかったものであって、この理論的解析と実験によるその妥当性の
立証は静特性の解明とともに工学上貢献するところが大きい。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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